
秋葉原～つくば間(快速45分)
→「つくば駅」から路線バス「つくばセンター」6番乗り場
→「筑波大学循環 右廻り・大学中央行」(約15分)→「第一エリア前」下車、徒歩5分
→「筑波大学循環 左廻り」(約20分)→「大学公園」下車、徒歩5分

１   つくばエクスプレスより

ひたち野うしく駅東口・土浦駅西口・荒川沖駅西口から路線バス「筑波大学中央行」
(約40分) →「第一エリア前」下車、徒歩5分

２   JR常磐線より

「中央口案内センター」または「松見口案内センター」へ
お越しください。
入構受付後、駐車証を発行します。

（受付時間　8：30 ～ 17：00）

４   お車でお越しの場合

３   東京駅より
東京駅八重洲南口から高速バス「筑波大学行」(約65分)
→「大学会館」下車、徒歩10分

※つくばセンターにて下車される場合は、1をご参照ください。
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筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局へのアクセス

〇お問い合わせ〇
ヒューマンエンパワーメント推進局へのお問い合わせは、メールまたはお電話で受け付けて
おります。
ご訪問いただく際は、お手数ですが事前にご確認の上、筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局

（第一エリア D棟 スチューデントプラザ2階）までお越しください。
受付時間　平日8：30 ～ 1 7：15（昼休み12：15 ～ 1 3：
15）企業・団体担当窓口　　☎029-853-6091
教員・公務員担当窓口　☎029-853-2249
代表メールアドレス　　bhe-syushoku@un.tsukuba.ac.jp
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大学の沿革
筑波大学は、東京教育大学の移転を契機に、そのよき伝統と特色を生か
しながらも、大学に対する内外からのいろいろな要請にこたえるため、わ
が国ではじめて抜本的な大学改革を行い、1973年（昭和48年）10月に「開
かれた大学」「教育と研究の新しい仕組み」「新しい大学自治」を特色と
した総合大学として発足しました。本学は大学改革の先導的役割を果た
しつつ、教育研究の高度化、大学の個性化、大学運営の活性化など、
活力に富み、国際競争力のある大学づくりを推進しています。

IMAGINE THE FUTURE.
筑波大学は未来を構想し、その実現に挑むフロントランナーです。筑波大
学は開かれた大学、学際融合・国際化への挑戦を建学の理念とする、未
来構想大学と自らを位置づけます。文系・理系から体育、芸術に及ぶ学問
を探究し、グローバル・リーダーの育成を目指す、真の意味での総合大学
=Universityです。最先端研究拠点TSUKUBAの中核として、人類が共存共
栄する世界の実現に向かって行動します。

世界を変える最先端研究
筑波大学は、広範な学問分野にわたって高度で先進的な研究力を有する
研究型総合大学です。各分野における専門性を追求すると同時に、学際
的な連携・協力を積極的に推進し、卓越した教育研究を展開し、社会に
貢献することを目指しています。

国際交流
筑波大学は 110 を超える国・地域から留学生を受け入れています。2022
年 5 月時点では、2,000 名を超える留学生を受け入れています。英語によ
る授業科目のみで学位が取得できる、魅力ある学位プログラムを提供す
る一方、日本での学修研究活動、日常生活、就職など、さまざまなレベル、
技能、目的に合わせたきめ細かな日本語教育も行っています。また、海
外の多くの大学・研究機関と学生交流協定を締結しており、これに基づ
いた交換留学も盛んです。

―― 採用ご担当者様へ ――
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学術院・研究群（大学院課程） 学群・学類（学士課程）

※詳しい内容は、筑波大学ホームページをご覧ください。

人文・文化学群は、基礎的な分野の教育を担う人文学類、学際的視点を重視した教育を行う比較文化学類、国際社会の中で日本語及び日本文化の発信を目指す日本語・日本文
化学類という、各々独自の特色を持つ3つの学類から構成され、人文系及び文化系の教育の総合的な発展を目指す、他大学にはないユニークな教育組織です。人文系と文化系の
学問の豊かな知見と確かな成果を基に、更にはグローバル化する世界も視野に入れながら、多様で質の高い教育を実現し、優れたコミュニケーション能力を持ち、先見性・創造
性・独創性に富み、国際的にも活躍できる、卓越した人材を育成することを目標にしています。

▶学類：人文学類、比較文化学類、日本語・日本文化学類

人文・文化学群

社会・国際学群は、社会科学分野の総合的な専門教育を担う社会学類と、社会科学を中心により発展的・応用的な学融合教育を担う国際総合学類から構成されます。社会学
類では、社会学・法学・政治学・経済学の一つを重点的に学習しつつ、関連領域を自由に選択することで、専門性を磨き、総合的な視野を養います。国際総合学類では、国際政
治・国際法、経済学、文化・社会開発に加え、情報・環境学についても学び、英語によるコミュニケーション能力及び高度な情報処理能力を備えた国際人育成のための教育を
行います。

▶学類：社会学類、国際総合学類

社会・国際学群

人間学群の教育の特徴は、構成する3つの学類間の垣根をできるだけ低くしていることです。具体的には、学群共通科目（コアカリキュラム）を充実させ、3学類の基幹授業（教育
学・心理学・障害科学）を全ての学群生が履修できるようにしています。さらに、所属学類以外の2学類の専門についても学習できるよう、学類間での授業履修への理解が図ら
れています。また、タイ国での日本語教育実習など、国際的な視点を実地に学べるのも特色の一つといえるでしょう。

▶学類：教育学類、心理学類、障害科学類

人間学群

生命環境学群は、今世紀に入り社会的にも大きな注目を集めている「生命と環境」を共通キーワードとする生物学類・生物資源学類・地球学類の3学類から構成されており、組
織構成員、教育研究分野とも大学院（生命地球科学研究群）ともほぼ同一です。本学群の教育目標は、問題発見・解決型能力を身につけ豊かな人間性を育くむことにより、わが
国の生命環境科学分野の中心的な担い手となる人材、国際的視野に立って活躍できる未来創造型の人材を育成することです。

▶学類：生物学類、生物資源学類、地球学類

生命環境学群

理工学群は、理学と工学の主幹となる学問分野とともに学際的な分野も取り入れ、数学類、物理学類、化学類、応用理工学類、工学システム学類、社会工学類の6学類を置いてい
ます。理学と工学の領域において、持続可能な社会に必要とされる幅広い教養、理論的かつ柔軟な思考力、実践的技能、基礎から応用に至る確かな専門性を身に付けさせる教育
を目指します。また、知的創造、問題発見・解決の能力を有する広い視野と豊かな人間性をもつ人材の育成を指向します。

▶学類：数学類、物理学類、化学類、応用理工学類、工学システム学類、社会工学類、総合理工学位プログラム

理工学群

今後の情報化社会において、技術立国を標榜する我が国の情報基盤を支える優れた人材の育成は重要な課題です。情報学群では情報科学類、情報メディア創成学類、知識情報・
図書館学類の3学類を置き、知識と情報の記録、蓄積、共有、加工、利用といった諸活動に関わる様々な情報技術とその原理となる科学とともに、情報技術によって支えられる人
間の知的活動とその社会的・文化的基盤を十分に教育し、21世紀の情報社会の創造を担う人材を育成します。

▶学類：情報科学類、情報メディア創成学類、知識情報・図書館学類

情報学群

医学類、看護学類、医療科学類の3学類があります。何れの学類でも医療職を目指して、それぞれの国家資格（医師、看護師、各種の医療検査技師など）を取得すべく勉学に励みま
す。これまで高い合格率を誇っています。医療や医学研究にあっては考え方が日々変化し、知識量も急激に増大しています。「自分で問題を考え、解決する」力と方法を習得し
て、医療現場で適切に諸問題を解決する能力を養うことを目標にしています。

▶学類：医学類、看護学類、医療科学類

医学群

体育専門学群では、体育・スポーツ・健康に関する最新の科学的研究成果を活かしながら、指導者の養成を目指しています。指導者には優れた運動能力と幅広い運動経験を持
ち、かつ保健体育に関する総合的知識を備えた、指導力と活力に富む豊かな人間性が求められます。そのため、本学群の教育課程では、学生が各種運動の実技と方法論を基礎に
しながら、39ある卒業研究領域の中から特徴的に配列された教育課程を選ぶことができるようになっています。さらには、大学院との関連も考慮し、その運用には格別の配慮
が払われています。

▶主専攻：体育・スポーツ学、コーチング学、健康体力学

体育専門学群

芸術専門学群は、毎年2月に茨城県つくば美術館でその年度の卒業生全員による卒業制作展を開催します。広い視野と確かな基礎学力を持ち、柔軟な発想力と表現力を備えた
美術・デザインに関する専門家の育成という本学群の教育目標は、それぞれの学生の4年間の学習成果となって卒業制作展に結実します。本学群では卒業研究として、芸術学
には論文を、美術・構成・デザインには作品と論文を課しており、その成果は更に14のコース・領域に分けられるという多種多彩な様相を呈しています。優秀作品等は筑波大
学芸術賞や茗渓会賞として顕彰され、一部が大学に収蔵されます。卒業生は、美術・デザイン界で活躍する多くの同窓と同様に世界に向けて飛躍することが期待されます。

▶主専攻：芸術学、美術、構成、デザイン

芸術専門学群

学群は、専門領域を中心としていくつかの学問分野を総合した形で構成され、学生は学
類に所属します。体育・芸術には、一貫教育を行う専門学群を設置しています。

大学院には修士課程、博士課程及び専門職学位課程を設置しています。

☆各拠点（筑波大学・鹿屋体育大学・日本スポーツ振興センター）ごとに遠隔講義システムによる専攻を示す。
※大学体育スポーツ高度化共同専攻については、日本スポーツ振興センターを除く。




